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Ⅰ 単元の構想 

１ 単元観    

本単元は、中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編 Ｃ関数 Ｃ（１）関数ｙ＝aχ２の

「(１)ア（ア）関数ｙ＝aχ２について理解すること」「(１)ア（イ）事象の中には関数ｙ＝aχ２とし

て捉えられるものがあることを知ること」「(１)ア（ウ）いろいろな事象の中に、関数関係があること

を理解すること」「(１)イ（ア）関数ｙ＝aχ２として捉えられる二つの数量について、変化や対応の

特徴を見いだし、表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現すること」「(１）イ（イ）関数ｙ＝a

χ２を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること」に位置付けられている。 

第１学年では、比例、反比例を学習し、第２学年では、一次関数を学習している。いずれにおいて

も、関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力を高めてきている。

第３学年では、具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを通して、関数ｙ＝aχ２

について考察する。その際、表、式、グラフを相互に関連付けながら、変化の割合やグラフの特徴など

関数の理解を一層深める。そして、これらの学習を通して、関数関係に着目し、その特徴を表、式、グ

ラフを相互に関連付けて考察することができるようにする。また、日常の事象や社会の事象には既習の

関数では捉えられない関数関係があることを学習することにより、関数の概念の広がりを実感できるよ

うにし、中学校における関数についての学習内容を一層豊かにする。  

本単元では、関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力を養う。

生徒が日常生活で経験する具体的な事象の中から、比例、反比例、一次関数以外の代表的なものとして、

関数ｙ＝aχ２を取り扱う。その際、表、式、グラフを相互に関連付けながら、変化の割合やグラフの

特徴など、関数の理解を一層深める。関数ｙ＝aχ２の活用については、関数ｙ＝aχ２を用いて具体的

な事象を捉え説明できるようにする。そのために、具体的な事象を式で表現することによって、それが

関数ｙ＝aχ２であると考えられるかどうかを判断したり、具体的な事象に関する観察や実験の結果を

ｙ＝aχ２とみなすことによって、未知の状況を予測したりすることが大切である。その際、判断の根

拠や予測が可能である理由を他者に説明することができるようにする。また、事象の中には既習の関数

では捉えられない関数関係があることについて取り扱う。これらの学習を通して、一意対応としての関

数の意味を明確にするとともに、後の学習の素地となるようにする。 

 

２ 研究との関わり 

本研究は、研究主題を「解決策を自ら探し、学びを深めることができる生徒の育成～ワクワク問題

とつなげる対話を通して～」とする。次の二つの手立てを講じる。一つ目に、ワクワク問題の提示であ

る。導入場面では、生徒から疑問が生まれるように、あえて情報不足の問題場面を提示する。展開場面

では、生徒が試行錯誤しながら問題解決することができるように、導入場面の対話によって生まれた生

徒の疑問を基に追加情報を提示する。終末場面では、生徒が本時の学習や既習事項を活用したくなるよ

うな問題を提示する。一つ目の手立てを行うことにより、二つ目に講じる手立てが必要感のあるものに

なると考える。二つ目に、つなげる対話である。導入場面では、情報不足の問題場面を提示したことで

生まれた疑問と問題場面をつなげ、解決の見通しをもつための対話を行う。展開場面では、試行錯誤し

ながら問題解決する中で、自分の考えを明確にしたり、自分と他者の考えをつなげたりし、比較・検討

できるようにするための対話を行う。終末場面では、本時の学習と既習事項をつなげ、理解を確かなも

のにするための対話を行う。これらの手立てを通して、生徒の発話が中心となって進む授業、他者の考

えを自分の考えに取り入れたり、自分の考えを深めたりするために対話をする授業を目指す。 

 

 

 

 

 



３ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 
知識及び技能 ・関数ｙ＝aχ２についての基礎的な概

念や原理・法則などを理解するとと
もに、事象を数学化したり、数学的
に解釈したり、数学的に表現・処理
したりする技能を身に付ける。 

・「一次関数」では、表や式から関数
の変化を読み取ったり、グラフから
関数の変化や対応の特徴を理解した
りできる生徒が大半である。 

・文章題になると、どの数量をχやｙ 
にすればよいか分からず、立式に至
らない生徒が多い。 

思考力、判断力、
表現力等 

・関数関係に着目し、その特徴を表、
式、グラフを相互に関連付けて考察
することができる。 

・ペア学習では、既習事項を用いなが
ら自分の考えを友達に説明する姿が
見られる。 

・数学的な表現を用いながら他者に説
明できる生徒は多くない。 

学びに向かう力、
人間性等 

・関数ｙ＝aχ２について、数学的活動
の楽しさや数学のよさを実感して粘
り強く考え、数学を生活や学習に生
かそうとする態度、問題解決の過程
を振り返って評価・改善しようとす
る態度を身に付ける。 

・複雑な問題を考える場合など、一人
では解決することが難しい問題に、
友達と情報を共有しながら学習に取
り組める生徒が多い。 

 

４ 評価規準 

知識・技能 ①関数ｙ＝aχ２について理解している。 

②事象の中には関数ｙ＝aχ２として捉えられるものがあることを知っている。 

③いろいろな事象の中に、関数関係があることを理解している。 

思考・判断・ 
表現 

①関数ｙ＝aχ２として捉えられる二つの数量について、変化や対応の特徴を見い

だし、表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現することができる。 

②関数ｙ＝aχ２を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。 
主体的に学習に 
取り組む態度 

①関数ｙ＝aχ２の必要性と意味を考えようとしている。 

②関数ｙ＝aχ２について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。 
③関数ｙ＝aχ２を活用した問題解決の過程を振り返って検討しようとしている。 

 

５ 指導及び評価の計画（全 16時間：本時第 13時） 

過 

程 

時

間 

□学習活動 

 

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 

○指導に生かす評価、●評定に用いる評価 

で

あ

う 

１ □斜面に沿ってミニカーを走らせたと

きの様子を調べ、ｙがχの２乗に比

例する関係について考える。 

 

 

 

 

 ○  ◇χとｙの関係を、比率などの観点

から考察している。  

＜観察・ノート（思①）＞ 

追

究

す

る 

２ □様々な数量をχの式で表し、２乗に

比例する関数の考え方を利用して、

値の組から式を求める。 

 

 

 

 

○  ● ◆数学の事象の中に多様な関数関係

を見いだそうとしている。 

＜発言・ノート（態①）＞ 

◇値の組から２乗に比例する関数の

式を求めることができる。 

＜発言・ノート（知①）＞ 

 

 

 

［単元の課題］ 

２乗に比例する関数と１次関数との違いは何だろうか。 

［本時のめあて］ 

χとｙの関係から、どのようにして関数の式を見つけることができるだろうか。 



３ □点を細かくとることで、関数 

ｙ＝χ２を描き、グラフの形を調べ

る。 

 

 

 

 

○   ◇点を細かくプロットすることで関

数ｙ＝χ２のグラフがなめらかな

曲線になることを理解することが

できる。 

＜発言・ノート（知①）＞ 

 

４ □関数ｙ＝aχ２のグラフを描き、グラ

フの特徴について調べる。 

 

 

 

 

○   ◇関数ｙ＝χ２のグラフに基づい

て、a＞０のときの関数ｙ＝aχ２

のグラフを描き、グラフの特徴に

ついて理解することができる。 

＜発言・ノート（知①）＞ 

５ □ｙ＝χ２とｙ＝-χ２のグラフの関係

を考え、a＜０の場合の関数 

ｙ＝aχ２のグラフの特徴について調

べる。 

 

 

 

 

 

○ ●  ◇関数ｙ＝aχ２のグラフの特徴を整

理し、理解することができる。 

＜ノート・ワーク（知①）＞ 

◆関数ｙ＝aχ２のグラフとaの値と

の関係を考察し、説明している。 

＜発言・ノート（思①）＞ 

 

 

 

 

６ □関数ｙ＝aχ２の値の変化や変域につ

いて考え、求める。 

 

 

○   ◇関数ｙ＝aχ２の値の変化や変域を

グラフと関連付けて理解すること

ができる。 

＜発言・ノート（知①）＞ 

 

７ □１次関数の変化の割合と関数 

ｙ＝aχ２の変化の割合を比較し、 

ｙ＝aχ２の変化の割合を求める。 

 

○   ◇変化の割合を求めることができ

る。 

＜発言・ノート（知①）＞ 

 

［本時のめあて］ 

たくさんの点をとることで、どんな特徴が見えてくるだろうか。 

［本時のめあて］ 

２乗に比例する関数のグラフには、どんな特徴やきまりがあるだろうか。 

［本時のめあて］ 

a の値が変わると、グラフにどのような変化が表れるのだろうか。 

［本時のめあて］ 

χの値の変化に応じて、ｙはどのように変化するのだろうか。 

［本時のめあて］ 

一次関数の変化の割合と何が違うのだろうか。 



８ □変化の割合の具体例として平均の速

さについて考える。 

□関数ｙ＝aχ２の性質を関数 

ｙ＝aχ＋ｂの性質と比較しながら

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

○  ● ◆斜面を転がるボールの平均の速さ

をｙ＝aχ２の変化の割合と捉えよ

うとしている。 

＜発言・ノート（態②）＞ 

◇関数ｙ＝aχ２の性質と関数 

ｙ＝aχ＋ｂの性質との違いを理

解することができる。 

＜発言・ノート（知①）＞ 

 

 

９ □確認問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

●   ◆関数ｙ＝aχ２の値の変化や変化の

割合を求めることができる。 

＜観察・プリント（知①）＞ 

つ

か

う 

10 □図形が移動する際の面積の変化につ

いて考える。 

 

 

 

○ ○  ◇事象について考えるために、グラ

フから適切に読み取り、問題を解

決している。 

＜発言・ノート（思②）＞ 

◇求めた関数の式から、事象に合う

χの値を求めることができる。 

＜発言・ノート（知③）＞ 

 

 

 

11 □放物線と直線が交わる問題について

考える。 

 

 

 

 

 ●  ◆放物線と直線の位置関係を利用し

て問題を解決している。 

＜発言・ノート（思②）＞ 

 

 

12 □速さと制動距離の関係について、

表、式、グラフを用いて表す。 

 

 

 

 

 ○  ◇速さと制動距離の関係について、

表、式、グラフを用いて考え、表

している。 

＜発言・ノート（思②）＞ 

［本時のめあて］ 

図形が移動すると、面積はどう変わるだろうか。 

［本時のめあて］ 

放物線と直線はどこで交わるのだろうか。 

［本時のめあて］ 

制動距離は速さとどのような関係があるのだろうか。 

［本時のめあて］ 

関数にはどんな種類があり、それぞれにどんな性質があるのだろうか。 

［本時のめあて］ 

２乗に比例する関数の性質や式の求め方を使って、問題を解こう。 
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□車の速さと制動距離の関係を、関数

を用いて考え、説明する。 

 

 

 

 

 ●  ◆ブレーキ痕の長さと速度の関係に

ついて、２乗に比例する関数の特

徴を根拠として説明している。 

＜発言・ノート（思②）＞ 

 

14 □荷物の重さと宅配料金の関係につい

て考え、その特徴を明らかにする。 

●   ◆荷物の重さと宅配料金について変

化や対応の様子を調べ、その特徴

を明らかにすることができる。 

＜発言・ノート（知③）＞ 

 

15 □単元末問題に取り組む。 ○  ● ◇関数ｙ＝aχ２の関係を表、式、グ

ラフを用いて表現したり、処理し

たりすることができる。 

＜観察・プリント（知①②③）＞ 

◆関数ｙ＝aχ２を活用した問題解決

の過程を振り返って検討しようと

している。 

＜ノート（態③）＞ 

 

 

 

  

16 □単元テストに取り組む。 ●   ◆関数ｙ＝aχ２の必要性と意味を理

解し、関数ｙ＝aχ２の関係を表、

式、グラフを用いて表現したり、

処理したりしている。 

＜テスト（知①②③）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［本時のめあて］ 

関数ｙ＝aχ２の問題を表、式、グラフを用いて解決しよう。 

［本時のめあて］ 

荷物の重さが増えると、料金はどう変わるだろうか。 

［本時のめあて］ 

ブレーキ痕からどちらの運転手の主張が正しいのかを数学で解明しよう。 

（
本
時
） 



Ⅱ 第13時の学習 

１ ねらい  与えられたブレーキ痕の長さから事故直前の車の速さを求める活動を通して、 

ｙ＝aχ２の関係を活用して解決方法を数学的に説明できるようにする。 

 

２ 展 開   

主な学習活動 

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 警察官になって事故を解決するという場面を

設定し、速さと制動距離の関係について考えて

いくことで、めあてを設定する。 

（導入５分） 

 

Ｓ：制動距離は速さの２乗に比例する。 

Ｓ：２乗に比例するということはｙ＝aχ２で表す

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題解決の必要性を感じることができるよう

に、身近な場面を設定する。 

 

 

 

○制動距離と速さの関係に着目し、それを表、

式、グラフに表すことができるように、前時

の学習内容を想起させる発問を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題場面を具体的にイメージできるように、

場面絵を用意し、情報を視覚的に整理して提

示する。 

 

◎問題解決に必要な情報を自ら収集し、見通し

をもつことができるように、問題場面をあえ

て情報が不足している状態で提示する。 

２ 個人で必要な情報を収集し、表、式、グラフ

を用いて考察する。 

            （展開25分） 

  

Ｓ：何を考えればよいか分からない。 

Ｓ：表を使ってみよう。 

Ｓ：ｙ＝aχ２の式を使おう。 

Ｓ：グラフにして交点を見てみよう。 

◎表、式、グラフを関連付けて考察することが

できるように、他の考えをしている生徒とつ

なげたり、他の方法を選択したりするように

言葉を掛ける。 

 

◎自分の考えと他者の考えを比較・検討できる

ように、他の表し方で考えている友達や同じ

考えをしている友達と対話をするように助言

する。 

 

（問題場面） 

ある雨の日、道路で事故が発生した。前の車が停止したところ、後ろの車が止まりきれず、ぶ

つかってしまったようだ。後ろの車の運転手は「制限速度で走っていたのにぶつかってしまっ

た。」と話しているが、前の車の運転手は「制限速度よりもスピードが出ていた。」と主張して

いる。目撃者はおらず、唯一の手がかりは道路に残されたブレーキ痕（制動距離とほぼ等しい）

だけ。どちらの運転手の主張が正しいのか、捜査して解決せよ。 

＜めあて＞ 

ブレーキ痕からどちらの運転手の主張が

正しいのかを数学で解明しよう。 

（追加情報） 

・現場の捜査記録によると、ブレーキ痕の長さは約 40mだった。 

・この道路の制限速度は時速 50km である。 

・雨に濡れたアスファルトの道路では、a=0.008 となる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対話をしながら自分の考えを明確にしたり、

修正したりする。対話の途中で、生徒が表、

式、グラフを黒板に書く。 

  

Ｓ：表を使って考えてみたら、時速70kmのときの

ブレーキ痕が分かった。 

Ｓ：だいたいの速さは分かったけれど、だいたい

でいいのかな？ 

Ｓ：ｙ＝aχ２に分かっている数値を代入して考え

てみたら、時速50√2kmだということが分かっ

た。 

Ｓ：今まで表、式、グラフの３点セットで考えて

きたから、他の表し方でもやってみよう。 

 

◎問題解決がうまく進んでいない生徒が解決の

手掛かりを見付けられるように、どの表し方

で解いているかを問い掛け、同じ表し方をし

ている友達のところへ行くよう促す。 

 

○対話を通してどのような変化や深まりがあっ

たのかが分かるように、自分の考えに友達の

考えを付け足すように助言する。 

４ 本時のまとめをし、終末の問題に取り組み、

自分の考えを説明する。    （終末20分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ：χは制限速度を表しているので、表のχ＝50

のときのｙの値を見る。すると、20なので、

ブレーキ痕は20ｍになる。 

Ｓ：制限速度時速50㎞はχ＝50を表しているの

で、式ｙ＝0.008χ２のχに50を代入する。す

ると、ｙ＝20となるので、ブレーキ痕は20ｍ

である。 

Ｓ：グラフのχ＝50のときのｙの値を見ると、ち

ょうどｙ＝20となっているので、ブレーキ痕

は20ｍである。 

○本時の学習内容を自覚できるように、表、

式、グラフをどのように利用して考えたか、

キーワードは何かという視点からまとめるよ

う助言する。 

 

○既習事項とのつながりや新たな気付きを整理

できるように、ペアで気付いたことを伝え合

うよう促す。        

 

 

 

 

 

 

 

◎理解を確かなものにできるようにするため

に、本時の学習で得た思考のプロセスのう

ち、何を活用して考えたのかを明らかにして

対話をするように促す。 

 

 

 

 

 

 

＜まとめ＞ 

・前の車の運転手の言ったことが正しい。 

・ぶつかった時の自動車の速度を、式を使っ

て求めたら、だいたい時速 70 ㎞だというこ

とが分かった。 

・後ろの運転手の「制限速度時速 50 ㎞で走っ

ていた」という主張はうそである。 

＜終末の問題＞ 

運転手が制限速度を守って走っていたら、ブレーキ痕は何ｍになっていたか。 

 

◆評価項目 

 ブレーキ痕の長さと速度の関係につい

て、２乗に比例する関数の特徴を根拠とし

て説明している。 

＜発言・ノート（思②）＞ 



３ 板書計画  

         p.132～133 

 

 

 

  

  

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

（モニター①）               （モニター②） 

 

 

○問  

（問題場面） 

ある雨の日、道路で事故が発生した。前の車が

停止したところ、後ろの車が止まりきれず、ぶつ

かってしまったようだ。後ろの車の運転手は「制

限速度で走っていたのにぶつかってしまった。」

と話しているが、前の車の運転手は「制限速度よ

りもスピードが出ていた。」と主張している。目

撃者はおらず、唯一の手がかりは道路に残された

ブレーキ痕（制動距離とほぼ等しい）だけ。どち

らの運転手の主張が正しいのか、捜査して解決せ

よ。 

 

○め  ○ま  

○問  運転手が制限速度を守って走っていたら、ブレー

キ痕は何ｍになっていただろうか。 

ブレーキ痕からどちらの運転手の主張が正しい

のかを数学で解明しよう。 

・前の車の運転手の言ったことが正しい。 

・ぶつかった時の自動車の速度を、式を使って求めた

ら、だいたい時速 70㎞だということが分かった。 

・後ろの運転手の「制限速度時速 50 ㎞で走ってい

た」という主張はうそである。 

・表のχ＝50のときのｙの値を見ればよい。 

・ｙ＝0.008χ２のχに 50を代入しよう。 

・グラフのχ＝50のときのｙの値を見ればよい。 

（追加情報） 

・現場の捜査記録によると、ブレーキ痕の長さは

約 40ｍだった。 

・この道路の制限速度は時速 50kmである。 

・雨に濡れたアスファルトの道路では、a＝0.008

となる。 

○表  

○式  

 

 

 

○グ   

ｙ＝0.008χ２のｙに 40を代入 

40＝0.008χ２ 

χ２＝40/0.008 

χ２＝5000 

χ＝±70.7… 

χ＞０より    χ＝70.7…  時速約 70㎞ 

 

 

 

 

 

（モニター①） 

ｙ＝0.008χ２のχに 50を代入 

ｙ＝0.008×50２ 

ｙ＝20 

 

 

（モニター②） 


